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は
じ
め
に

　

一
九
六
九
年
、
工
藤
誠
氏
は
、
園
マ
リ
の
「
夢
は
夜
ひ
ら
く
」
の
歌
詞
を
取
り
上
げ
、「
逢
え
な
い
」「
来
な
い
」「
あ
な
た
」
な
ど
の
こ
と
ば

が
「
い
ず
れ
も
、
戦
前
・
戦
後
・
今
日
に
一
貫
し
て
、
流
行
歌
の
決
ま
り
こ
と
ば
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る（
１
）。

二
〇
一
〇
年

を
越
え
て
も
変
わ
ら
な
い
様
子
が
歌
わ
れ
て
い
た
。
西
野
カ
ナ（
２
）

や
加
藤
ミ
リ
ヤ（
３
）

は
、
会
い
た
く
て
も
会
え
な
い
嘆
き
を
繰
り
返
し
歌
っ
て

い
る（
４
）。

そ
の
紋
切
り
型
の
「
会
え
な
い
・
切
な
い
」
自
己
に
向
き
合
う
姿
勢
と
絞
り
出
す
よ
う
な
歌
唱
法
が
演
歌
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
彼
女
ら
の
作
品
は
「
ギ
ャ
ル
演
歌
」
と
も
呼
び
習
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る（
５
）。

一
方
相
違
点
も
あ
る
。
園
マ
リ
の
歌
は
、
恋
愛
対
象

の
男
性
を
「
あ
な
た
」
と
呼
び
、
し
か
も
作
詞
は
歌
い
手
と
異
な
る
男
性
中
村
泰
士
で
あ
る
。
対
し
て
、
西
野
・
加
藤
は
、
男
性
を
「
君
」
と
呼

び
、
自
ら
が
作
詞
す
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
特
に
西
野
カ
ナ
は
、「
た
と
え　

ど
ん
な
に
…
」（
二
〇
一
一
年
）
で
は
、「
遠
い
君
を　

見
え
な

い
君
を
」
な
ど
と
、「
君
」
を
都
合
十
三
回
繰
り
返
し
て
い
る
。
ま
た
彼
女
に
は
「
君
っ
て
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
曲
も
あ
る
（
二
〇
一
〇
年
）。

　

で
は
、
な
ぜ
彼
女
ら
は
男
性
を
繰
り
返
し
「
君
」
と
呼
ぶ
の
だ
ろ
う
か
。
一
九
七
四
年
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
小
坂
明
子
の
「
あ
な
た
」
で
は
、

都
合
十
四
回
「
あ
な
た
」
が
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、
女
性
が
恋
愛
対
象
で
あ
る
男
性
を
呼
ぶ
こ
と
ば
は
「
あ
な
た
」
で
あ
る
は
ず
で
な
か
っ
た
の

五
九

歌
謡
曲
、
Ｊ
・
Ｐ
Ｏ
Ｐ
に
見
ら
れ
る
「
君
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の
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︱
女
が
男
を
「
君
」
と
呼
ぶ
歌
の
誕
生
︱

塩　

沢　

一　

平



歌
謡
曲
、
Ｊ
・
Ｐ
Ｏ
Ｐ
に
見
ら
れ
る
「
君
」
の
変
遷

六
〇

か
。
女
性
が
男
性
を
「
君
」
と
呼
ぶ
歌
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
に
筆
者
を
含
む
四
、
五
十
代
以
上
の
年
代
が
落
ち
着
き
の
な
さ
を
感
ず
る
原
因
は

ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

二　

前
近
代
の
「
君
」
を
歌
う
和
歌
・
歌
謡

　

今
、
女
性
が
男
性
を
「
君
」
と
呼
ぶ
歌
に
対
し
て
、
落
ち
着
き
が
な
い
と
感
ず
る
と
述
べ
た
。
が
、
実
は
上
代
か
ら
現
代
ま
で
、
女
性
は
男
性

を
「
君
」
と
歌
い
続
け
て
い
る
。

　

ま
ず
、
前
近
代
の
歌
を
見
て
み
よ
う
。
上
代
で
は
、
周
知
の
よ
う
に
「
君
」
は
、
男
性
に
対
し
て
の
呼
び
か
け
の
こ
と
ば
で
あ
り
、
女
性
が
男

性
を
呼
ぶ
と
き
も
「
君
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。

①　

あ
か
ね
さ
す
紫
野
行
き
標
野
行
き
野
守
は
見
ず
や
君
が
袖
振
る
（
万
葉
巻
１
・
二
〇　

額
田
王
→
大
海
人
皇
子
）

②　

君
が
行
き　

日
長
く
な
り
ぬ　

作や
ま
た
づ木

の　

迎
へ
を
行
か
む　

待
つ
に
は
待
た
じ
（
記
八
八　

軽
大
郎
女
→
軽
太
子
）

　

①
の
歌
は
、
万
葉
集
の
、
著
名
な
額
田
王
の
歌
で
、
額
田
王
は
大
海
人
皇
子
（
後
の
天
武
天
皇
）
を
「
君
」
と
呼
ぶ
。
こ
れ
に
対
し
て
皇
子
は
、

「
紫む

ら
さ
き草

の
に
ほ
へ
る
妹い

も

を
憎
く
あ
ら
ば
人
妻
ゆ
ゑ
に
わ
れ
恋
ひ
め
や
も
」（
二
一
）
と
額
田
王
を
「
妹
」
と
呼
ん
で
答
え
て
い
る
。
記
紀
歌
謡
で
も

同
様
で
、
②
は
軽
大
郎
女
（
衣
通
姫
）
が
軽
太
子
を
恋
慕
に
堪
え
ず
追
い
行
く
歌
謡
で
、
軽
大
郎
女
が
軽
太
子
を
を
「
君
」
と
呼
ん
で
い
る（
６
）。

　

平
安
時
代
以
降
も
同
様
で
あ
る
が
、
男
性
か
ら
女
性
を
呼
ぶ
と
き
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

③　

見
る
や
君
さ
夜
う
ち
ふ
け
て
山
の
端
に
く
ま
な
く
見
ゆ
る
秋
の
夜
の
月
（
帥
宮
→
和
泉
式
部
『
和
泉
式
部
日
記
』）

④　

宵
々
に
君
を
あ
は
れ
と
思
ひ
つ
つ
人
に
は
い
は
で
音ね

を
の
み
ぞ
泣
く
（
藤
原
実
頼　

新
古
今
集　

一
二
三
四
）

⑤　

恋
し
と
よ
君
恋
し
と
よ
ゆ
か
し
と
よ　

逢
は
ば
や
見
ば
や
見
ば
や
見
え
ば
や
（
梁
塵
秘
抄　

四
八
五
）　
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⑥　

君
い
か
な
れ
ば
旅
枕　

夜
寒
の
衣
う
つ
つ
と
も　

夢
と
も
せ
め
て
な
ど　

思
ひ
知
ら
ず
や
怨
め
し
（
閑
吟
集　

一
八
三
）

　

和
泉
式
部
日
記
で
は
、「
君
は
来
ず
た
ま
た
ま
見
ゆ
る
童
を
ば
い
け
と
も
今
は
い
は
じ
と
思
ふ
か
」
と
和
泉
式
部
が
帥
宮
（
敦
道
親
王
）
に
歌

い
か
け
る
も
の
も
あ
る
の
に
対
し
て
、
③
の
よ
う
に
帥
宮
が
和
泉
式
部
を
「
君
」
と
呼
ぶ
歌
も
見
ら
れ
る
。
中
世
『
新
古
今
』
の
巻
十
一
か
ら
十

五
ま
で
の
「
恋
歌
」
も
、
女
性
が
男
性
を
「
君
」
と
呼
ぶ
歌
が
多
く
を
占
め
る
が
、「
中
将
に
侍
り
け
る
時
、
女
に
遣
は
し
け
る
」
と
い
う
詞
書

が
あ
る
④
は
、
清
慎
公
（
藤
原
実
頼
）
が
女
性
を
「
君
」
と
呼
ん
で
い
る
。
平
安
後
期
の
歌
謡
『
梁
塵
秘
抄
』
に
は
「
君
が
愛
せ
し
綾
藺ゐ

笠　

落

ち
に
け
り
落
ち
に
け
り　

賀
茂
川
に
川
中
に　

そ
れ
を
求
む
と
尋
ぬ
と
せ
し
ほ
ど
に　

明
け
に
け
り
明
け
に
け
り　

さ
ら
さ
ら
さ
や
け
の
秋
の
夜

は
」（
三
四
三
）
と
い
う
武
士
が
好
ん
だ
「
綾
藺
笠
」
を
歌
う
、
女
性
が
男
性
を
「
君
」
と
呼
ん
だ
有
名
な
歌
謡
が
あ
る
。
ま
た
⑤
の
「
見
る
」

を
重
ね
た
『
梁
塵
秘
抄
』
の
歌
謡
は
、
新
編
全
集
頭
注
に
「
見
え
も
せ
む
見
も
せ
む
人
を
朝
ご
と
に
起
き
て
は
向
か
ふ
鏡
と
も
が
な
」（
和
泉
式

部
集
・
恋
）
に
近
い
と
さ
れ
る
も
の
で
、
女
性
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
男
性
の
気
持
ち
を
代
弁
し
た
も
の
と
も
理
解
さ
れ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ

リ
ー
な
様
相
を
見
せ
る
。
室
町
後
期
の
歌
謡
集
『
閑
吟
集
』
の
⑥
は
、
衣
を
「
打
つ
」
か
ら
「
現

う
つ
つ

」
を
導
く
掛
詞
と
な
っ
て
い
る
謡
曲
「
砧
」
か

ら
の
も
の
で
、
砧
を
打
つ
女
性
が
男
性
を
「
君
」
と
呼
ん
で
、
男
性
を
怨
む
も
の
で
あ
る
。

三　

明
治
期
以
降
戦
前
ま
で
の
「
君
」
を
歌
う
和
歌
・
歌
謡
・
近
代
流
行
歌
（
歌
謡
曲
）

　

近
代
和
歌
・
歌
謡
に
お
い
て
も
、
女
性
が
恋
愛
対
象
で
あ
る
男
性
を
「
君
」
と
呼
ぶ
作
品
は
⑦
の
与
謝
野
晶
子
に
あ
る
よ
う
に
作
ら
れ
続
け
る
。

同
様
に
男
性
が
女
性
を
「
君
」
と
呼
ぶ
和
歌
も
作
ら
れ
続
け
て
い
る
。
⑧
の
北
原
白
秋
の
短
歌
は
、
不
倫
関
係
に
あ
っ
た
松
下
俊
子
と
の
恋
を
下

敷
き
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
男
性
の
も
と
か
ら
帰
っ
て
い
く
女
性
を
「
君
」
と
呼
ん
で
い
る
。
⑨
の
都
々
逸
も
男
性
目
線
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、

言
い
寄
る
男
性
が
女
性
を
「
君
」
と
呼
ん
で
い
る
。
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⑦　

み
だ
れ
髪
を
京
の
島
田
に
か
へ
し
朝
ふ
し
て
い
ま
せ
の
君
ゆ
り
お
こ
す
（
与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』　

明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
））

⑧　

君
か
へ
す
朝
の
舗
石
さ
く
さ
く
と
雪
よ
リ
ン
ゴ
の
香
の
ご
と
く
ふ
れ
（
北
原
白
秋
『
桐
の
花
』　

大
正
二
年
（
一
九
一
三
））

⑨　

君
は
野
に
咲
く
ア
ザ
ミ
の
花
よ　

見
れ
ば
や
さ
し
や　

寄
れ
ば
刺
す
（
都
々
逸
）

⑩　

窓
に
ゃ
お
ぼ
ろ
な　
お
月
さ
ま　
や
さ
し
い
君
の　
面
影
を　
思
い
出
さ
れ
て　
泣
か
さ
れ
る

　

あ
あ
逢
い
た
い
わ　

逢
い
た
い
わ　

夢
で
も
い
い
か
ら　

逢
い
た
い
わ

　

（「
夢
で
も
い
い
か
ら
」
三
番　
作
詞　
小
沼
宏　
歌　
三
浦
房
子　
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
））

　

一
方
近
代
流
行
歌
（
歌
謡
曲
）
は
、
太
平
洋
戦
争
中
、
恋
愛
の
歌
の
減
少
に
よ
っ
て
、
極
端
に
女
性
が
男
性
を
「
君
」
と
呼
ぶ
作
品
は
減
少
す

る
。
昭
和
三
年
の
藤
原
義
江
「
出
船
の
港
」
か
ら
三
三
年
の
平
尾
昌
章
「
好
き
な
ん
だ
」
ま
で
の
全
九
〇
九
曲
を
収
め
た
『
日
本
レ
コ
ー
ド
文
化

史―

昭
和
Ｓ
Ｐ
盤
時
代
記
録
大
全
集―

　

日
本
の
流
行
歌
史
大
系　

歌
詞
総
録
』（
ダ
イ
セ
ル
化
学
工
業
株
式
会
社　

一
九
九
〇
年
）
を
も
と
に

調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
昭
和
十
年
か
ら
二
十
年
ま
で
の
五
四
五
曲
の
中
で
、
女
性
の
歌
い
手
が
男
性
の
こ
と
を
「
君
」
と
呼
ぶ
歌
は
、
⑩
を
含
め

て
数
曲
に
過
ぎ
な
い
。

　

ま
た
⑩
の
作
詞
者
と
歌
唱
者
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
近
代
流
行
歌
（
歌
謡
曲
）
に
お
い
て
は
、
作
者
と
歌
手
は
分
離
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
音
楽
会
社
専
属
の
男
性
職
業
作
家
が
作
詞
を
行
い
、
仮
想
し
た
女
性
世
界
を
台
本
と
し
て
用
意
す
る
。
女
性
歌
手
が
歌
う
こ
と
は
、
そ
の
台

本
の
世
界
を
役
者
と
し
て
演
じ
て
見
せ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
女
性
歌
手
が
男
性
を
「
君
」
と
呼
ぶ
中
に
、
男
目
線
、
男

性
の
考
え
が
反
映
す
る
可
能
性
を
示
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
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四　

戦
後
の
「
君
」
を
歌
う
和
歌
・
歌
謡
・
近
代
流
行
歌
（
歌
謡
曲
）

（
１
）
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
～
昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）

　

次
に
戦
後
の
「
君
」
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
戦
後
和
歌
・
歌
謡
に
お
い
て
も
、
女
性
が
男
性
を
「
君
」
と
呼
ぶ
作
品
は
、
作
ら
れ
続
け
る
。

和
歌
に
お
い
て
は
、
⑪
の
よ
う
に
三
国
玲
子
が
男
性
を
「
君
」
と
呼
ぶ
。
同
様
に
女
性
を
「
君
」
と
歌
う
和
歌
も
⑫
の
よ
う
に
作
ら
れ
る
。
寺
山

修
司
は
、「
き
み
」
と
女
性
を
呼
び
、
男
女
の
同
居
の
喜
び
を
さ
わ
や
か
に
歌
っ
て
い
る
。

⑪　

幾
人
に
も
愛
を
分
つ
と
言
ひ
き
り
し
彼
の
時
の
君
を
恨
み
得
ざ
り
き
（
三
国
玲
子
『
空
を
指
す
枝
』　

昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
））

⑫　

き
み
が
歌
う
ク
ロ
ッ
カ
ス
の
歌
も
新
し
き
家
具
に
一
つ
に
数
え
む
と
す
る
（
寺
山
修
司
『
血
と
麦
』　

昭
和
三
七
年
（
一
九
六
二
））

⑬　

…
…
何
も
言
え
な
い　

も
ど
か
し
さ　

貴
方
よ
囁
け　

貴
方
よ
語
れ　

お
お
マ
イ
ラ
バ
ー　

あ
た
し
だ
け
の
貴
方　

君
よ　

今
宵
も

（「
君
を
想
い
て
今
宵
も
」
二
番　
作
詞　
清
水
七
郎　
歌　
松
島
詩
子　
昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
））

⑭　

…
…
君
を
し
の
ん
で
ひ
と
り　

淋
し
く
尋
ね
く
る　

想
い
出
や
さ
し　

あ
の
日
あ
の
頃

（「
あ
の
日
あ
の
頃
」
作
詞　

東
條
寿
太
郎　

歌　

石
井
千
恵　

昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
））

　

流
行
歌
（
歌
謡
曲
）
に
お
い
て
も
戦
後
ま
も
な
く
、
女
性
が
男
性
を
「
君
」
と
呼
ぶ
歌
が
復
活
す
る
。
先
の
『
日
本
レ
コ
ー
ド
文
化
史
…
…
』

を
見
る
と
、
昭
和
二
一
年
に
松
島
詩
子
が
歌
唱
す
る
⑬
「
君
を
想
い
て
今
宵
も
」
に
、
女
性
目
線
の
「
あ
た
し
だ
け
の
貴
方
」
に
続
い
て
「
君
よ

　

今
宵
も
」
と
、
男
性
を
「
君
」
と
呼
ん
で
い
る
。
ち
な
み
に
こ
の
歌
で
は
、
男
性
は
「
君
」
と
も
波
線
の
よ
う
に
「
貴
方
」
と
も
呼
ば
れ
て
い

る
。
昭
和
三
十
年
代
で
は
、
⑭
「
あ
の
日
あ
の
頃
」
の
よ
う
に
石
井
千
恵
と
い
う
女
性
が
歌
い
な
が
ら
、
ど
ち
ら
目
線
と
も
と
れ
る
「
君
」
を
歌

う
流
行
歌
（
歌
謡
曲
）
も
登
場
し
て
い
る
。
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さ
て
『
日
本
レ
コ
ー
ド
文
化
史
…
…
』
は
、
九
〇
〇
曲
余
り
を
収
め
、
Ｃ
Ｄ
も
付
属
し
て
音
源
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
音
楽
史
で
あ
る
が
、

昭
和
三
年
か
ら
二
二
年
ま
で
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
降
の
流
行
歌
（
歌
謡
曲
）
の
デ
ー
タ
は
、『
全
音
歌
謡
曲
大
全
集
』（
全
音
楽
譜
出

版
社
）
を
も
と
に
、
辿
る
こ
と
と
す
る
。『
全
音
歌
謡
曲
大
全
集
』
は
、
年
代
別
に
シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
て
お
り
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
研
究
の
デ
ー

タ
ー
を
集
め
る
場
合
の
指
標
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。『
全
音
歌
謡
曲
大
全
集　

２
』
は
、『
日
本
レ
コ
ー
ド
文
化
史
…
…
』
に
続
く
時
代
を

理
解
す
る
の
に
は
好
都
合
な
昭
和
二
二
年
下
～
三
四
年
上
ま
で
の
歌
謡
曲
約
五
〇
〇
曲
が
、
一
冊
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
⑭
も
こ
れ
か
ら
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
た
も
の
で
あ
る（
７
）。

こ
の
『
全
音
歌
謡
曲
大
全
集
』
に
よ
っ
て
女
性
が
男
性
を
「
君
」
と
呼
ぶ
作
品
を
年
毎
に
調
べ
、
そ
の
数
を
表
に

す
る
と
、
左
の
よ
う
に
な
る
。

昭
和
20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

０

０

０

５

１

３

０

３

０

３

昭
和
30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

２

３

１

１

０

０

０

０

０

０

戦
後
三
年
ほ
ど
経
て
、
作
品
が
み
ら
れ
、
十
年
ほ
ど
経
っ
た
三
四
年
か
ら
姿
を
消
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
２
）
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）
～
昭
和
五
九
年
（
一
九
八
四
）

　

さ
ら
に
『
全
音
歌
謡
曲
大
全
集
』
を
も
と
に
、
年
代
を
辿
っ
て
い
く
と
、
左
の
よ
う
に
、

昭
和
40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

０

０

０

０

０

０

０

０

（
１
）⑮

０
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昭
和
50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

１
⑯

０

０

０

０

１
⑰

０

０

０

１
⑱

女
性
が
男
性
を
「
君
」
と
呼
ぶ
作
品
は
、
昭
和
四
〇
年
代
に
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
昭
和
三
四
年
か
ら
十
年
以
上
作
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
と
な
る
（
一
九
六
〇
年
代
に
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
）。

　

四
八
年
の
カ
ッ
コ
付
き
の
一
例
は
、
後
に
掲
げ
た
題
名
に
だ
け
「
君
」
が
付
く
⑮
「
十
五
夜
の
君
」
で
、
相
手
を
歌
詞
中
で
は
波
線
部
の
よ
う

に
「
あ
な
た
」
と
呼
ん
で
い
る
。
⑯
の
歌
は
、「
あ
な
た
」
と
「
君
」
が
混
在
す
る
。
直
前
に
は
「
お
っ
て
み
た
っ
て　

あ
の
ひ
と
は　

二
度
と

ふ
り
む
く　

ひ
と
じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
表
現
も
見
ら
れ
、
男
性
の
こ
と
を
「
あ
の
人
」「
あ
な
た
」「
君
」
と
呼
び
換
え
る
こ
と
で
面
白
み
を
ね
ら

っ
て
い
る
歌
と
も
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
昭
和
五
五
年
の
一
例
⑰
は
、
女
性
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
の
イ
リ
ア
（
奥
野
敦
子
・
リ
ー
ド
ギ
タ
ー
も
担

当
）
を
擁
す
る
グ
ル
ー
プ
、
ジ
ュ
ー
シ
ー
・
フ
ル
ー
ツ
の
「
ジ
ェ
ニ
ー
は
ご
機
嫌
な
な
め
」
で
あ
る
。
作
詞
者
の
沖
山
優
司
は
こ
の
グ
ル
ー
プ
の

ベ
ー
シ
ス
ト
で
あ
る
。
ジ
ュ
ー
シ
ー
・
フ
ル
ー
ツ
は
、
自
ら
が
作
り
だ
し
歌
う
と
い
う
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
と
い
う
立
場
の
中
で
、
女
性

が
男
性
を
「
君
」
と
初
め
て
呼
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
イ
リ
ア
は
、
ボ
ー
カ
ル
と
リ
ー
ド
ギ
タ
ー
を
担
当
し
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
心
と
な
っ
て
は

い
る
も
の
の
、
作
詞
者
は
男
性
で
あ
る
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
に
、
戦
前
戦
後
を
通
し
て
、
女
性
が
恋
愛
対
象
で
あ
る
男
性
を
「
君
」
と
呼
ぶ
近
代
流
行
歌
（
歌
謡
曲
）
は
、「
二
」
で
述

べ
た
よ
う
に
、
実
は
男
性
作
詞
者
の
も
の
で
あ
っ
た
。
戦
前
の
⑩
「
夢
で
も
い
い
か
ら
」
は
小
沼
宏
作
詞
、
戦
後
直
後
の
⑬
「
君
を
想
い
て
今
宵

も
」
は
清
水
七
郎
作
詞
、
昭
和
三
三
年
の
⑭
「
あ
の
日
あ
の
頃
」
は
東
條
寿
太
郎
作
詞
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
四
八
年
の
⑮
「
十
五
夜
の
君
」
は
、

女
性
作
詞
家
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
タ
イ
ト
ル
に
の
み
「
君
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
昭
和
五
〇
年
の
⑯
「
面
影
の
君
」
も

阿
久
悠
作
詞
で
あ
り
、
昭
和
五
九
年
の
⑱
「
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ｒ 

Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｓ
」
も
秋
元
康
作
詞
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
女
性
が
男
性
を
「
君
」
と
歌

う
近
代
流
行
歌
（
歌
謡
曲
）
は
、
作
詞
家
で
あ
る
男
性
が
作
り
上
げ
た
女
性
像
と
い
う
台
本
を
、
歌
唱
者
と
し
て
の
女
性
が
演
じ
て
い
る
も
の
で
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あ
っ
た
。
⑰
の
ジ
ュ
ー
シ
ー
・
フ
ル
ー
ツ
の
場
合
は
、
作
詞
家
の
男
性
も
演
じ
手
の
ひ
と
り
に
加
わ
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
は
、
台
本
と
演
じ
手

の
距
離
は
縮
ま
っ
て
い
る
と
は
い
え
る
が
、
基
本
的
な
構
造
は
変
わ
ら
な
い
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
作
曲
は
、
ジ
ュ
ー
シ
ー
・
フ
ル
ー
ツ
を
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
し
た
近
田
春
夫
で
あ
る
。

⑮　

…
…
私
を
泣
か
せ
る　

私
の
恋
を　

…
…
あ
あ　

あ
な
た
を
待
て
ば　

ま
た
ひ
と
つ　

夜
が
ゆ
く

（「
十
五
夜
の
君
」
作
詞　

安
井
か
ず
み　

歌　

小
柳
ル
ミ
子　

昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
））

⑯　

…
…
あ
な
た　

あ
な
た
と　

呼
ん
だ
け
ど　

面
影　

面
影　

面
影
の
君

（「
面
影
の
君
」
作
詞　

阿
久
悠　

歌　

森
昌
子　

昭
和
五
〇
年
（
一
九
七
五
））

⑰　

君
と
イ
チ
ャ
イ
チ
ャ　

し
て
る
と
こ
ろ
を
見
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
わ

　
　

そ
れ
を
ペ
チ
ャ
ク
チ
ャ　

言
い
ふ
ら
さ
れ
て　

わ
た
し
ピ
ン
チ
…
…

（「
ジ
ェ
ニ
ー
は
ご
機
嫌
な
な
め
」
作
詞　

沖
山
優
司　

歌　

ジ
ュ
ー
シ
ー
・
フ
ル
ー
ツ　

昭
和
五
五
年
（
一
九
八
〇
））

⑱　

…
…
君
の
せ
い
じ
ゃ
な
い　

言
い
出
せ
な
か
っ
た　

私
が
い
け
な
い
だ
け
よ
…
…

（「
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ｒ 

Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｓ
」
作
詞　

秋
元
康　

歌　

菊
池
桃
子　

昭
和
五
九
年
（
一
九
八
四
））

（
３
）
昭
和
六
〇
年
（
一
九
八
五
）
～
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）

　

昭
和
六
〇
年
か
ら
の
十
年
間
に
は
、
左
の
表
の
よ
う
に
、
女
性
が
男
性
を
「
君
」
と
呼
ぶ
歌
が
十
四
例
み
ら
れ
、
一
気
に
数
が
増
え
て
い
く
。
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昭
和
60

61

62

63

平
成
元

２

３

４

５

６

１
⑲

３
⑳
㉑
㉒

２
㉓
㉔

０

２
㉕
㉖

１
㉗

０

２
㉘
㉙

２
㉚
㉛

１
㉜

 　

昭
和
六
〇
年
か
ら
は
、
五
〇
年
代
と
同
様
に
男
性
が
作
詞
を
し
た
も
の
を
女
性
が
歌
う
後
掲
⑳
㉓
の
よ
う
な
も
の
も
見
ら
れ
る
が
、
⑲
「
フ

レ
ン
ズ
」
は
Ｒ
Ｅ
Ｂ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ａ
の
ボ
ー
カ
ル
を
務
め
る
Ｎ
ｏ
ｋ
ｋ
ｏ
（
山
田
信
子
）
が
作
詞
を
担
当
し
た
歌
で
あ
る
（
作
曲
も
グ
ル
ー
プ
で
キ
ー

ボ
ー
ド
を
担
当
す
る
土
橋
安
騎
夫
に
よ
る
も
の
で
あ
る
）。
女
性
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
に
よ
る
、
女
性
が
男
性
を
「
君
」
と
呼
ぶ
作
品

が
登
場
し
た
。
歌
手
は
、
単
な
る
役
者
か
ら
、
自
ら
台
本
を
制
作
し
、
そ
の
台
本
を
自
ら
で
演
じ
る
も
の
と
な
っ
た
。
歌
わ
さ
れ
る
「
君
」
か
ら
、

歌
い
た
い
「
君
」
の
世
界
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
、
こ
の
歌
に
登
場
す
る
男
性
は
「
口
づ
け
を
か
わ
」
す
も
の
の
、「
フ
レ
ン

ズ
」
と
い
う
題
名
や
歌
詞
に
も
あ
る
よ
う
に
恋
人
で
は
な
い
。
恋
人
へ
の
甘
え
の
感
情
を
含
む
「
あ
な
た
」
を
殊
更
排
除
し
て
、
友
人
関
係
で
あ

る
こ
と
を
印
象
づ
け
る
た
め
に
「
君
」
が
選
び
取
ら
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

⑲　

口
づ
け
を　

か
わ
し
た
日
は　

マ
マ
の
顔
さ
え
も
見
れ
な
か
っ
た
…
…

　
　

ど
こ
で　

こ
わ
れ
た
の　

ｏ
ｈ　

フ
レ
ン
ズ　

う
つ
む
く
日
は　

み
つ
め
あ
っ
て

ね
え　

君
は　

覚
え
て
る　

夕
映
え
に
よ
く
に
あ
う
あ
の
曲

だ
ま
り
こ
む　

君
が
い
つ
も　

悲
し
く
て　

口
ず
さ
ん
だ
の
に
…
…

（「
フ
レ
ン
ズ
」
作
詞　

Ｎ
ｏ
ｋ
ｋ
ｏ　

歌　

Ｒ
Ｅ
Ｂ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ａ 　

昭
和
六
〇
年
（
一
九
八
五
））

⑳　

空
に　

Ｓ
ａ
ｙ 

Ｙ
ｅ
ｓ
！ 　

悲
し
い
こ
と
が
あ
っ
て
も　

い
つ
も　

Ｓ
ａ
ｙ 
Ｙ
ｅ
ｓ
！　

君
を
信
じ
て
い
て
ね
…
…

（「
Ｓ
ａ
ｙ 

Ｙ
ｅ
ｓ
！
」　

作
詞　

売
野
雅
男　

歌　

菊
池
桃
子　

昭
和
六
一
年
（
一
九
八
六
））

㉑　

さ
よ
な
ら　

Ｓ
ｗ
ｅ
ｅ
ｔ 

Ｐ
ａ
ｉ
ｎ　

頬
づ
え
つ
い
て
い
た
夜
は
昨
日
で
終
わ
る
よ
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確
か
め
た
い　

君
に
逢
え
た
意
味
を　

暗
闇
の
中　

目
を
開
い
て
…
…

…
…
夢
を
追
い
か
け
る
な
ら　

た
や
す
く
泣
い
ち
ゃ
だ
め
さ

君
が
教
え
て
く
れ
た　

Ｍ
ｙ 

Ｆ
ｅ
ａ
ｒ
ｓ 

Ｍ
ｙ 

Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ 

走
り
出
せ
る
…
…

　
（「
Ｍ
ｙ 

Ｒ
ｅ
ｖ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
作
詞　

川
村
真
澄　

歌　

渡
辺
美
里　

昭
和
六
一
年
（
一
九
八
六
））

㉒　

…
…
ひ
と
つ
の
サ
ヨ
ナ
ラ
に
キ
ミ
は
憶
病
に
な
ら
な
い
で　

い
つ
も
の
キ
ミ
に
な
れ
る
ま
で

　

自
由
に
生
き
る
こ
と
さ

　
　

夢
を
夢
の
ま
ま
で
は
終
わ
ら
せ
な
い
で
い
て　

人
は
違
う
傷
み
に
胸
し
め
つ
け
ら
れ
て　

こ
の
河
の
流
れ
を
越
え
て
ゆ
く
…
…

（「
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
」
作
詞　

渡
辺
美
里　

歌　

渡
辺
美
里　

昭
和
六
一
年
（
一
九
八
六
））

　

続
く
昭
和
六
一
年
の
曲
の
う
ち
、
二
曲
が
渡
辺
美
里
が
歌
唱
し
た
も
の
で
あ
る
。
㉑
「
Ｍ
ｙ 

Ｒ
ｅ
ｖ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
は
、「
少
し
の
寂
し

さ
を
背
負
い
な
が
ら
も
一
人
で
も
強
く
歩
ん
で
ゆ
く
女
子
を
描
い
た
川
村
真
澄
の
詞
」
と
音
楽
評
論
家
の
市
川
哲
史
は
述
べ
て
い
る（
８
）。

し
か
し
、

歌
詞
の
中
に
女
性
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
ば
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
男
女
ど
ち
ら
の
目
線
の
歌
と
も
と
れ
る
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
な
要
素
が
強
い

応
援
歌
的
作
品
で
あ
る
。
㉒
は
、
渡
辺
が
初
め
て
作
詞
し
た
シ
ン
グ
ル
。
歌
詞
に
は
「
～
よ
」「
～
さ
」
と
い
っ
た
語
尾
が
含
ま
れ
印
象
的
で
あ
る
。

㉑
の
川
村
真
澄
の
世
界
を
取
り
込
ん
だ
同
様
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
の
要
素
が
強
い
歌
と
な
っ
て
い
る
。「
君
」
を
繰
り
返
す
㉔
「
悲
し
い
ね
」

も
同
様
に
考
え
ら
れ
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

㉓　

Ｉ 

Ｄ
ｏ
ｎ
＇ｔ 

Ｋ
ｎ
ｏ
ｗ 

Ｌ
ｏ
ｎ
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ  

君
の  

Ｌ
ｏ
ｎ
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ　

カ
ッ
コ
つ
け
た　

Ｂ
ｒ
ｏ
ｋ
ｅ
ｎ 

Ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ　

ダ

メ
ヨ　

走
り
出
さ
な
く
ち
ゃ
…
…　
（「
Ｉ 

Ｄ
ｏ
ｎ
＇ｔ 

Ｋ
ｎ
ｏ
ｗ
」
作
詞　

森　

雪
之
丞　

歌　

Ｂ
ａ
Ｂ
ｅ　

昭
和
六
二
年
（
一
九
八
七
））

㉔　

…
…
や
さ
し
く
息
が
か
か
る
く
ら
い　

近
く
に
い
て　

せ
つ
な
い
程　

君
を
遠
く
感
じ
て
い
る
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九

君
に
泣
き
顔
み
せ
な
い
よ
う
に　

後
ろ
向
き
で
手
を
ふ
る
の
は
何
故
…
…

幼
い
頃
は　

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
待
っ
て
い
た
よ　

凍
る
よ
う
な
夜
は　

君
の
声
待
っ
て
る

…
…
白
い
雪　

目
の
中
に
お
ち
て
く
る　

君
以
外　

見
え
な
く
な
る
…
…

　
（「
悲
し
い
ね
」
作
詞　

渡
辺
美
里　

歌　

渡
辺
美
里　

昭
和
六
二
年
（
一
九
八
七
））

㉕　

は
じ
め
て
の　

ｔ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ 

ｏ
ｆ 

ｋ
ｉ
ｓ
ｓ　

急
に
風
が　

止
ま
っ
た　

肩
越
し
に　

君
は　

あ
の
虹
を
み
た
か
い
…
…

（「
虹
を
み
た
か
い
」
作
詞　

渡
辺
美
里　

歌　

渡
辺
美
里　

平
成
元
年
（
一
九
八
九
））

㉖　

あ
い
に
き
て　

Ｉ　

Ｎ
Ｅ
Ｅ
Ｄ　
ｙ
ｏ
ｕ  

×
四　
　
　

も
も
い
い
よ　

き
み
の
こ
と
な
ん
て　

知
ら
な
い
わ
…
…

（「
あ
い
に
き
て 
Ｉ
・
Ｎ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
・
Ｙ
Ｏ
Ｕ
！
」
作
詞　

森
若
香
織　

歌　

Ｇ
Ｏ‒

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｇ
＇Ｓ　

平
成
元
年
（
一
九
八
九
））

㉗　

…
…
夏
の
海
の
う
ね
り
の
よ
う
に　

今
で
も
き
み　

お
も
っ
て
い
る
よ

と
り
の
こ
さ
れ
た
の　

私
の
ほ
う
で　

き
っ
と
自
由
に
な
っ
た
の
は　

き
み
ね
…
…

（「
サ
マ
ー
タ
イ
ム
ブ
ル
ー
ス
」
作
詞　

渡
辺
美
里　

歌　

渡
辺
美
里　

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
））

　

平
成
元
年
と
二
年
の
渡
辺
美
里
の
曲
が
㉕
㉗
。
ロ
ン
ド
ン
へ
短
期
留
学
後
の
十
月
に
発
売
さ
れ
た
㉕
で
は
英
語
を
多
用
し
、
そ
の
中
に
「
君
」

が
登
場
す
る
。
歌
詞
の
後
半
は
省
略
し
た
が
、
作
品
中
で
「
君
」
が
五
回
登
場
し
て
い
る
。
歌
詞
中
に
は
「
特
効
薬
は
な
い
の
」「
何
故
寂
し
い

の
」
の
「
の
」
や
「
イ
ヤ　

イ
ヤ
」
と
い
っ
た
女
性
の
役
割
語
を
想
起
さ
せ
る
語
か
ら
、
女
性
が
男
性
を
「
君
」
と
呼
ん
だ
歌
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
女
性
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
が
女
性
の
目
線
で
、
恋
愛
の
相
手
と
し
て
の
男
性
を
、「
君
」
と
呼
ん
だ
歌
が
作
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
㉕
の
二
ヶ
月
後
の
十
二
月
に
Ｇ
Ｏ‒

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｇ
＇Ｓ
の
㉖
「
あ
い
に
き
て 
Ｉ
・
Ｎ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
・
Ｙ
Ｏ
Ｕ
！
」
が
発
売
さ
れ
た
。
作
詞
の
森
若
香

織
は
Ｇ
Ｏ‒

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｇ
＇Ｓ
の
ボ
ー
カ
ル
で
も
あ
る
。
こ
れ
も
女
性
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
が
、
女
性
の
目
線
で
、
恋
愛
の
相
手
と
し
て
の

男
性
を
、「
君
」
と
呼
ん
だ
歌
で
あ
る
。
㉗
「
サ
マ
ー
タ
イ
ム
ブ
ル
ー
ス
」
も
「
き
み
ね
」
と
「
き
み
」
と
い
う
呼
び
か
け
の
後
に
「
ね
」
と
い
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う
女
性
の
役
割
語
を
用
い
て
い
る
。
㉘
～
㉜
は
歌
詞
を
省
略
す
る
が
、
作
詞
者
と
歌
い
手
が
同
一
か
㉙
の
よ
う
に
共
作
と
な
っ
て
い
る
（
上
杉
昇

は
、
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
の
ボ
ー
カ
ル
で
作
詞
担
当
で
あ
る
）。

　

近
代
流
行
歌
（
歌
謡
曲
）
の
中
で
、
女
性
が
男
性
を
「
君
」
と
呼
ぶ
歌
は
、
戦
前
戦
後
を
通
し
て
専
属
の
男
性
作
詞
家
が
作
り
、
女
性
は
演
じ

手
と
し
て
歌
っ
て
い
た
。
昭
和
三
四
年
か
ら
四
九
年
ま
で
空
白
の
時
代
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
バ
ン
ド
編
成
の
な
か
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

と
し
て
の
男
性
作
詞
家
も
作
る
よ
う
に
な
り
、
更
に
バ
ン
ド
の
な
か
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
女
性
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
。
恋
人
と
い
え

な
い
友
人
に
対
す
る
「
君
」
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
な
状
況
を
経
て
、
女
性
が
恋
愛
の
相
手
と
し
て
の
男
性
を
「
君
」
と
呼
ぶ
歌
が
成
立
し
て
い

っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
に
は
、
渡
辺
美
里
の
強
い
関
与
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

㉘
「
サ
ヨ
ナ
ラ
」（
作
詞　

Ｇ
Ａ
Ｏ  　

歌　

Ｇ
Ａ
Ｏ 　

平
成
四
年
（
一
九
九
二
））

㉙
「
世
界
中
の
誰
よ
り
き
っ
と
」（
作
詞　

上
杉
昇
・
中
山
美
穂　

歌　

中
山
美
穂
＆
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｓ　

平
成
四
年
（
一
九
九
二
））

㉚
「
君
が
い
な
い
」（
作
詞　

坂
井
泉
水　

歌　

Ｚ
Ａ
Ｒ
Ｄ　

平
成
五
年
（
一
九
九
三
））

㉛
「
揺
れ
る
想
い
」（
作
詞　

坂
井
泉
水　

歌　

Ｚ
Ａ
Ｒ
Ｄ　

平
成
五
年
（
一
九
九
三
））

㉜
「
春
よ
、
来
い
」（
作
詞　

松
任
谷
由
実　

歌　

松
任
谷
由
実　

平
成
六
年
（
一
九
九
四
））

五　

国
語
に
お
け
る
「
キ
ミ
」
の
使
用
と
の
関
連
性

　

さ
て
、
女
性
が
恋
愛
の
相
手
と
し
て
の
男
性
を
「
君
」
と
呼
ぶ
歌
の
一
九
九
〇
年
代
前
半
ま
で
の
変
遷
は
理
解
が
で
き
た
。
し
か
し
、
昭
和
三

四
年
以
降
の
空
白
の
時
代
の
原
因
は
一
体
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
手
が
か
り
と
し
て
国
語
に
お
け
る
「
キ
ミ
」
の
使
用
を

見
て
い
き
た
い
。
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（
１
）
前
近
代

　

江
戸
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
成
立
し
た
歌
謡
の
都
々
逸
に
は
、「
昨
夜
玉
子
を
つ
ぶ
し
た
報
い　

き
み
を
か
え
せ
と
鶏
が
な
く
」「
雪
が
つ

も
れ
ば
思
ひ
も
つ
も
る　

き
み
の
足
跡
待
つ
ほ
ど
に
」
と
い
っ
た
女
性
目
線
も
の
も
あ
る
。
ま
た
⑧
や
「
主
と
私
は
玉
子
の
仲
よ　

わ
た
し
ゃ
白

身
で
き
み
を
抱
く
」
の
よ
う
に
男
性
が
女
性
を
「
君
」
と
呼
ぶ
も
の
も
あ
る
。
江
戸
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
は
、
伝
統
的
な
和
歌
・
歌
謡
の

「
君
」
表
現
の
踏
襲
の
み
な
ら
ず
、
国
語
の
中
に
男
性
が
女
性
を
「
君
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
く
過
程
が
、
和
歌
や
歌
謡
に
反
映

し
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
実
は
「
キ
ミ
・
ボ
ク
」
の
対つ

い

使
用
が
明
治
以
前
、
江
戸
末
期
に
幇
間
医
者
、
武
士
、
教
養
層
の
間
で
広
ま
っ

て
い
た
と
の
指
摘
が
あ
る
か
ら
で
あ
る（
９
）。

（
２
）
明
治
期
以
降
～
戦
前
…
…
「
ボ
ク
」
の
標
準
語
へ
の
取
り
込
み
と
女
性
使
用
の
排
除

　
「
キ
ミ
・
ボ
ク
」
の
対
使
用
は
、
明
治
に
入
り
「
書
生
言
葉
」
取
り
入
れ
ら
れ
、
一
般
男
性
語
化
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る（

10
）。

中
村
桃
子
氏
は
、

「
キ
ミ
・
ボ
ク
」
が
男
性
標
準
語
と
な
り
、
女
性
の
使
用
が
批
判
さ
れ
る
様
子
を
紹
介
し
て
い
る（

11
）。

例
え
ば
、
位
相
論
を
唱
え
る
国
語
学
者
菊

澤
季
生
は
男
女
の
位
相
と
し
て
「
女
性
を
し
て
男
性
的
な
『
キ
ミ
・
ボ
ク
』
を
使
は
せ
る
様
な
事
は
な
い
よ
う
に
し
た
い
」（

12
）と

述
べ
、
保
科
孝

一
は
女
学
生
に
よ
る
「
キ
ミ
・
ボ
ク
」
の
対
使
用
に
触
れ
な
が
ら
「
こ
れ
は
一
種
の
変
態
で
あ
り
ま
し
て
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
男
子
と
女
子

と
の
間
に
、
そ
の
用
法
が
厳
重
に
区
別
さ
れ
て
い
る
の
が
常
例
で
あ
り
ま
す
」（

13
）と

女
性
使
用
を
排
除
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
国
語

学
者
の
考
え
や
国
語
政
策
に
よ
っ
て
「
キ
ミ
・
ボ
ク
」
の
対
使
用
は
男
性
の
標
準
語
化
さ
れ
、
女
性
の
使
用
は
排
除
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

こ
れ
は
、「
三
」
の
時
代
に
相
当
す
る
。
国
語
使
用
の
面
か
ら
は
、
女
性
が
相
手
に
対
し
て
「
君
」
を
使
用
す
る
こ
と
は
規
制
さ
れ
て
い
っ
た

こ
と
と
な
る
。
た
だ
伝
統
的
な
和
歌
・
歌
謡
の
中
で
生
産
し
続
け
ら
れ
て
い
た
女
性
の
「
君
」
は
、
そ
の
中
で
も
「
詩
の
言
語
」
と
し
て
生
き
残

っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
近
代
流
行
歌
で
女
性
が
歌
う
作
品
に
「
君
」
が
登
場
す
る
の
は
、
男
性
の
職
業
作
詞
家
が
女
性
が
歌
う

作
品
を
作
る
こ
と
で
、
女
性
使
用
の
規
制
か
ら
逃
れ
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
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（
３
）
戦
後
（
一
九
四
五
）
～
昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）

　
「
四
」
の
時
代
は
、「
三
」
の
時
代
に
あ
っ
た
「
キ
ミ
」
の
女
性
使
用
の
規
制
が
、
敗
戦
に
よ
っ
て
取
り
払
わ
れ
た
時
代
と
考
え
ら
れ
る
。
婦
人

参
政
権
・
憲
法
の
男
女
平
等
・
民
法
改
正
（
家
父
長
制
の
解
体
と
婚
姻
相
続
の
男
女
平
等
）
な
ど
政
治
的
な
平
等
が
始
ま
る
。
ま
ず
敬
語
全
般
に

つ
い
て
も
「
価
値
観
の
一
変
し
た
大
激
動
の
時
代
に
旧
制
度
の
遺
物
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
に
敬
語
は
無
用
の
長
物
だ
と
す
る
敬
語
廃
止
論

が
声
高
に
叫
ば
れ
た
」（
西
田
直
政
「
日
本
の
社
会
と
敬
語
」『
敬
語
』
東
京
堂
出
版　

一
九
八
七
年
）。
国
語
に
お
い
て
も
中
村
桃
子
が
指
摘
す

る
よ
う
に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
鈴
木
文
史
朗
は
、
男
言
葉
と
女
言
葉
が
ハ
ッ
キ
リ
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
、
女
が
男
に
奉
仕
す
る
べ
き
と
い
う

昔
な
が
ら
の
考
え
か
ら
抜
け
出
し
て
い
な
い
と
述
べ
（『
文
史
朗
随
筆
』
中
央
公
論
社　

一
九
四
八
年
）、
作
家
の
タ
カ
ク
ラ
・
テ
ル
は
、
言
葉
の

違
い
が
、
男
女
の
地
位
の
違
い
の
一
つ
の
表
れ
で
あ
る
と
批
判
し
た
（『
ニ
ッ
ポ
ン
の
女　

女
の
夜
あ
け
の
た
め
に
』
理
論
社　

一
九
五
一
）（

14
）。

国

語
に
お
け
る
女
性
の
「
キ
ミ
」
使
用
規
制
が
取
り
払
わ
れ
て
い
こ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
こ
の
解
放
は
、
十
年
ほ
ど
で
終
焉

し
て
し
ま
う
。
先
述
の
よ
う
に
昭
和
三
四
年
以
降
、
女
性
が
男
性
を
「
君
」
と
呼
ぶ
流
行
歌
（
歌
謡
曲
）
が
見
ら
れ
な
く
な
る
。
こ
の
原
因
は
何

に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
は
、
や
は
り
国
語
政
策
と
関
係
が
あ
る
も
の
と
想
わ
れ
る
。
論
文
末
尾
に
付
し
た
よ
う
に
、
昭
和
二
七
年
、
国
語
審
議
会
に
よ
っ
て
「
こ

れ
か
ら
の
敬
語
」
が
建
議
さ
れ
た
。
男
女
と
も
一
人
称
は
、「
わ
た
し
」
を
標
準
と
し
、
二
人
称
は
「
あ
な
た
」
を
標
準
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

た
だ
し
、「『
き
み
』『
ぼ
く
』
は
、
い
わ
ゆ
る
『
き
み
・
ぼ
く
』
の
親
し
い
間
が
ら
だ
け
の
用
語
と
し
て
」
の
使
用
の
可
能
性
が
残
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、
男
性
に
の
み
「
き
み
」
の
使
用
の
可
能
性
を
残
す
も
の
で
「
き
み
」「
ぼ
く
」
は
、「
四
」
の
（
１
）（
２
）
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
「
書

生
言
葉
」
を
経
て
標
準
語
化
し
た
男
性
の
言
葉
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
く
形
と
な
っ
た
。
昭
和
三
十
年
代
前
半
で
、
女
性
が
男
性
を
「
君
」
と

呼
ぶ
歌
が
消
え
て
い
く
の
は
、「
こ
れ
か
ら
の
敬
語
」
の
浸
透
と
関
連
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
昭
和
二
七
年
に
示
さ
れ
た
「
こ
れ
か
ら
の
敬
語
」
は
、

冊
子
と
し
て
も
作
ら
れ
、
全
国
に
配
布
さ
れ
て
い
る
。
教
育
現
場
で
の
浸
透
ま
で
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
り
、
三
四
年
ご
ろ
に
は
男
性
作
詞
家
も

こ
の
規
範
に
と
ら
わ
れ
、
女
性
の
歌
手
に
男
性
を
「
君
」
と
呼
ば
せ
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
。「
こ
れ
か
ら
の
敬
語
」
を
含
め
、
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基
準
さ
れ
た
国
語
を
よ
し
と
し
て
縛
る
国
語
政
策
は
、
昭
和
四
十
年
代
に
も
行
わ
れ
て
い
る
。
昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
年
）
に
国
語
審
議
会
に

よ
っ
て
「
国
語
の
教
育
振
興
に
つ
い
て
」
が
建
議
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
社
会
教
育
、
家
庭
教
育
な
ど
に
関
す
る
事
項
で
は
「（
二
）　

新
聞
・
雑
誌

そ
の
他
の
出
版
物
お
よ
び
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
等
の
放
送
は
…
…
言
葉
の
使
い
方
に
つ
い
て
更
に
配
慮
す
る
と
共
に
、
そ
の
活
動
を
通
じ
て
国
語
に

対
す
る
国
民
の
意
識
が
高
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
メ
デ
ィ
ア
は
規
範
に
従
い
、
ま
た
従
う
意
識
を
高
め
る

こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
メ
デ
ィ
ア
に
乗
る
流
行
歌
謡
（
歌
謡
曲
）
も
当
然
こ
の
規
範
に
沿
う
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

六　

む
す
び

　

以
上
「
一
」
か
ら
「
五
」
ま
で
、
女
性
が
恋
愛
の
相
手
と
し
て
の
男
性
を
「
君
」
と
呼
ぶ
歌
の
変
遷
を
見
て
き
た
。
こ
れ
を
ま
と
め
る
と
三
点

が
指
摘
で
き
よ
う
。

一　

女
性
が
男
性
を
「
君
」
と
歌
う
歌
謡
曲
の
出
現
や
減
少
は
、
国
語
政
策
と
の
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
。
江
戸
の
武
士
・
幇
間
医
師
・
教
養
層

が
用
い
て
い
た
「
キ
ミ
・
ボ
ク
」
が
、
明
治
期
書
生
言
葉
と
し
て
定
着
、
こ
れ
が
国
語
に
取
り
入
れ
ら
れ
標
準
語
化
し
た
。
男
性
規
範
と
し
て

の
標
準
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
戦
前
も
女
性
使
用
が
政
策
に
よ
り
メ
デ
ィ
ア
で
制
限
さ
れ
、
伝
統
と
制
限
の
相
克
の
中
で
命
脈
を
保
っ
て
い
た
。

二　

戦
後
数
年
し
て
女
性
が
男
性
を
「
君
」
と
歌
う
歌
謡
曲
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
戦
後
の
平
等
政
策
の
反
映
で
あ
る
。
ま
た
、

昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
女
性
が
男
性
を
「
君
」
と
歌
う
歌
謡
曲
が
見
ら
れ
な
く
な
る
の
も
、
昭
和
二
七
年
の
「
こ
れ

か
ら
の
敬
語
」
が
、
女
性
の
「
君
」
使
用
を
制
限
し
た
こ
と
が
、
浸
透
し
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
女
性
が
男
性
を
「
君
」
と
呼
ぶ
歌
が
し
ば

ら
く
現
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
時
代
を
経
験
し
て
い
る
者
に
と
っ
て
、
女
性
が
男
性
を
「
君
」
と
呼
ぶ
歌
や
、
そ
れ
を
多
用
す
る
歌
に
、

違
和
感
を
感
じ
る
も
の
と
考
え
る
。

三　

昭
和
五
十
年
代
末
以
降
、
女
性
が
男
性
を
「
君
」
と
歌
う
歌
謡
曲
が
多
く
現
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
歌
謡
曲
が
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ



歌
謡
曲
、
Ｊ
・
Ｐ
Ｏ
Ｐ
に
見
ら
れ
る
「
君
」
の
変
遷

七
四

タ
ー
の
出
現
に
よ
り
、
職
業
作
詞
者
の
男
性
規
範
か
ら
解
放
さ
れ
、
女
性
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
が
、
従
前
の
「
キ
ミ
・
ボ
ク
」
と
い

う
親
し
い
対
者
関
係
に
相
当
す
る
「
キ
ミ
・
女
性
作
詞
者
」
と
い
う
立
場
を
構
築
し
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
国
語
政
策

の
中
で
男
性
使
用
に
限
定
さ
れ
た
「
キ
ミ
」
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歌
詞
内
で
の
主
体
を
男
性
と
も
感
ぜ
さ
せ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
な

作
品
と
し
、
受
け
手
の
層
を
広
げ
、
更
に
女
性
の
立
場
を
確
固
と
し
て
男
性
に
対
し
て
「
君
」
と
呼
ぶ
こ
と
を
確
立
し
て
い
っ
た
可
能
性
が
あ

る
。

注（
１
）
工
藤
誠
「
流
行
歌
の
言
語
構
造
」（『
日
本
歌
謡
研
究
』
第
五
号　

一
九
六
七
年
九
月
）

（
２
）
平
成
元
年
生
ま
れ
、
三
重
県
出
身
。
二
〇
〇
八
年
に
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
…
…
セ
ツ
ナ
イ
恋
心
を
歌
っ
た
失
恋
ソ
ン
グ「
会
い
た
く
て 

会
い
た
く
て
」
が
約
五
〇
〇
万
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
ス

マ
ッ
シ
ュ
ヒ
ッ
ト
を
記
録
、
そ
の
ヒ
ッ
ト
シ
ン
グ
ル
を
収
録
し
た
２
ｎ
ｄ
ア
ル
バ
ム「
ｔ
ｏ 

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
」
は
、
オ
リ
コ
ン
チ
ャ
ー
ト
一
位
を
獲
得
、
九
〇
万
枚
を
超
え
る
ロ
ン
グ
ヒ
ッ
ト
を

記
録
し
、「
第
五
二
回 

輝
く
！
日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
」
に
て
優
秀
ア
ル
バ
ム
賞
を
受
賞
し
た
。
現
在
、
楽
曲
の
ト
ー
タ
ル
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
は
五
、
五
〇
〇
万
Ｄ
Ｌ
を
突
破
。（
二
〇
一
六

年
一
二
月
現
在
）
昨
今
で
は
、
飾
る
こ
と
の
な
い
カ
ッ
プ
ル
の
心
温
ま
る
愛
情
を
描
い
た
ラ
ブ
ソ
ン
グ「
Ｄ
ａ
ｒ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ
」
や
、
な
か
な
か
男
性
に
伝
わ
り
に
く
い
女
性
の
心
を
取
り
扱

い
説
明
書
に
な
ぞ
ら
え
て
表
現
し
た
ヒ
ッ
ト
シ
ン
グ
ル「
ト
リ
セ
ツ
」
な
ど
、
そ
の
独
特
な
リ
リ
ッ
ク
手
法
で
、
新
た
な
西
野
カ
ナ
の
歌
詞
の
魅
力
を
世
に
知
ら
し
め
、
老
若
男
女
問
わ
ず
、

幅
広
い
層
よ
り
支
持
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
…
…
二
〇
一
六
年
年
末
に
は
、
シ
ン
グ
ル「
Ｄ
ｅ
ａ
ｒ 

Ｂ
ｒ
ｉ
ｄ
ｅ
」
に
て【
日
本
有
線
大
賞
】、 

シ
ン
グ
ル「
あ
な
た
の
好
き
な
と
こ
ろ
」

に
て【
日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
】
を
受
賞
し
た
…
…
。（
西
野
カ
ナ　

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

http://w
w

w
.nishinokana.com

/bio/

）
二
〇
一
八
年
二
月
一
〇

日
ア
ク
セ
ス
。

（
３
）
一
九
八
八
年
生
ま
れ
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
。
二
〇
〇
四
年
に
「
Ｎ
ｅ
ｖ
ｅ
ｒ 

ｌ
ｅ
ｔ 

ｇ
ｏ
／
夜
空
」
で
デ
ビ
ュ
ー
す
る
と
リ
ア
ル
で
等
身
大
な
歌
詞
と
メ
ロ
デ
ィ
セ
ン
ス
、生
き

ざ
ま
が
支
持
さ
れ
瞬
く
間
に
＂女
子
高
生
の
カ
リ
ス
マ
＂
と
し
て
注
目
を
集
め
た
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
も
活
躍
す
る
彼
女
の
髪
型
や
メ
イ
ク
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
真
似
す
る

＂ミ
リ
ヤ
ー
＂
現
象
を
巻
き
起
こ
し
、『
Ｖ
Ｏ
Ｇ
Ｕ
Ｅ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｗ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｎ 

Ｏ
Ｆ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｙ
Ｅ
Ａ
Ｒ 

二
〇
一
〇
』
に
選
ば
れ
る
。
現
在
は
小
説
家
と
し
て
も
才
能
を
発
揮
。
デ

ビ
ュ
ー
十
周
年
を
経
て
、
現
在
も
現
代
女
性
の
愛
や
葛
藤
を
歌
い
続
け
、
＂時
代
の
代
弁
者
＂
と
呼
ば
れ
て
い
る
。（
加
藤
ミ
リ
ヤ　

所
属
事
務
所
公
式
ペ
ー
ジ　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

http://w
w

w
.m

iliyah.com
/biography.php

）
二
〇
一
八
年
二
月
一
〇
日
ア
ク
セ
ス
。

（
４
）
西
野
カ
ナ
の
「
笑
っ
て
い
い
と
も
」（
テ
レ
ホ
ン
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
）
出
演
時
に
、
タ
モ
リ
は
「
会
え
な
い
」
を
多
用
し
て
い
る
こ
と
を
話
題
に
し
て
い
た
。
こ
の
と
き
タ
モ
リ
は
、
当
時
発

売
シ
ン
グ
ル
二
一
曲
の
中
失
恋
ソ
ン
グ
が
九
曲
で
、「
会
え
な
い
」
内
容
は
六
曲
に
と
な
っ
て
い
る
（
フ
ジ
テ
レ
ビ
調
べ
）
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
二
〇
一
三
年
八
月
二
七
日
放
送
）。

（
５
）
鈴
木
謙
介
関
西
大
学
准
教
授
（
社
会
学
）
に
よ
る
命
名
（「
ギ
ャ
ル
演
歌
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ
」
ブ
ロ
グ
『
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｌ 

ｆ
ｏ
ｒ 

Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｅ
』
二
〇
一
〇
年
四
月
一
三
日
付　

http://blog.
szk.cc/2010/04/13/japanese-girls-heartbreak-songs/

）
二
〇
一
八
年
二
月
一
〇
日
ア
ク
セ
ス
。

（
６
）
万
葉
集
に
も
「
磐
姫
皇
后
の
、
天
皇
を
思
ひ
て
作
り
ま
せ
る
御
歌
」
と
い
う
題
詞
を
持
つ
小
異
歌
「
君
が
行
き
日
長
く
な
り
ぬ
山
た
づ
ね
迎
へ
か
行
か
む
待
ち
に
か
待
た
む
」
が
残
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
記
の
歌
の
直
前
に
は
「
大
君
を　

島
に
放は

ぶ

ら
ば　

船ふ
な

余
り　

い
帰
り
来
む
ぞ　

我
が
畳
ゆ
め　

言
を
こ
そ　

畳
と
言
は
め　

我
が
妻
は
ゆ
め
」（
八
六
）
と
、
軽
太
子
が
自

ら
を
「
大
君
」
と
呼
び
軽
大
郎
女
を
「
妻
」
と
呼
ぶ
歌
謡
が
あ
る
。「
大
君
」
は
自
称
敬
語
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
（
土
橋
寛
『
古
代
歌
謡
全
註
釈　

古
事
記
編
』
角
川
書
店　

一
九
七
二
）。

な
お
、
前
近
代
の
本
文
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
集
を
基
本
と
し
、『
万
葉
集
』
は
、
中
西
進
『
万
葉
集　

全
訳
注
原
文
付
』（
講
談
社
文
庫
）
に
よ
る
。
な
お
私
見
に
よ
り
改
め
た
と
こ

ろ
も
あ
る
。



歌
謡
曲
、
Ｊ
・
Ｐ
Ｏ
Ｐ
に
見
ら
れ
る
「
君
」
の
変
遷

七
五

（
７
）
以
下
『
全
音
歌
謡
曲
大
全
集　

３
』
は
、
昭
和
三
四
年
下
～
四
三
年
上
、『
全
音
歌
謡
曲
大
全
集　

４
』
は
昭
和
四
三
年
下
～
五
一
年
上
、『
全
音
歌
謡
曲
大
全
集　

５
』
は
昭
和
五
一
年

下
～
五
六
年
上
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
冊
に
約
五
〇
〇
曲
を
収
載
し
て
い
る
。
現
在
ま
で
に
『
全
音
歌
謡
曲
大
全
集　

10
』（
平
成
一
三
年
下
～
二
三
年
上
）
ま
で
が
発
売
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）
市
川
哲
史
『
誰
も
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た
本
当
の
ポ
ッ
プ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
論
』（
シ
ン
コ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク　

二
〇
一
四
）。

（
９
）
小
松
寿
雄
「
キ
ミ
と
ボ
ク　

―

江
戸
東
京
語
に
お
け
る
対
使
用
を
中
心
に
」（『
東
京
大
学
国
語
研
究
室
創
設
百
周
年
祈
念
国
語
研
究
論
集
』
一
九
九
八
年
）。

（
10
）
前
掲
注（
９
）
。

（
11
）
中
村
桃
子
『〈
性
〉
と
日
本
語　

こ
と
ば
が
つ
く
る
女
と
男
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス　

二
〇
〇
七
年
）『
お
ん
な
こ
と
ば
と
日
本
語
』（
岩
波
新
書　

二
〇
一
二
年
）。

（
12
）
菊
澤
季
生
『
国
語
と
国
民
性　

―

日
本
精
神
の
闡
明
』（
修
文
館　

一
九
四
〇
年
）。

（
13
）
保
科
孝
一
『
大
東
亜
共
栄
圏
と
国
語
政
策
』（
統
正
社　

一
九
四
二
年
）。

（
14
）
前
掲（
11
）
中
村
二
〇
一
二
。

付
こ
れ
か
ら
の
敬
語　
　

国
語
審
議
会　

昭
和
二
七
年
四
月
一
四
日

 　

１　

人
を
さ
す
こ
と
ば

　

（
１
）
自
分
を
さ
す
こ
と
ば

　
　
　
１
） 「
わ
た
し
」
を
標
準
の
形
と
す
る
。  

　
　
　
２
） 「
わ
た
く
し
」
は
、
あ
ら
た
ま
っ
た
場
合
の
用
語
と
す
る
。  

　

 　

 
 　

付
記 　

 

女
性
の
発
音
で
は
「
あ
た
く
し
」「
あ
た
し
」
と
い
う
形
も
認
め
ら
れ
る
が
、
原
則
と
し
て
は
、
男
女
を
通
じ
て
「
わ
た
し
」「
わ
た
く
し
」
を
標
準
の
形
と
す
る
。 

　

 　

 

　
　
　
３
） 「
ぼ
く
」
は
男
子
学
生
の
用
語
で
あ
る
が
、
杜
会
人
と
た
れ
ば
、
あ
ら
た
め
て
「
わ
た
し
」
を
使
う
よ
う
に
、
教
育
上
、
注
意
を
す
る
こ
と
。

　
　
　
４
） 「
じ
ぶ
ん
」
を
「
わ
た
し
」
の
意
味
に
使
う
こ
と
は
避
け
た
い
。  

　

（
２
）
相
手
を
さ
す
こ
と
ば

　
　
　
１
） 「
あ
な
た
」
を
標
準
の
形
と
す
る
。  

　
　
　
２
） 

手
紙
（
公
私
と
も
）
の
用
語
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
「
貴
殿
」「
貴
下
」
な
ど
を
使
っ
て
い
る
の
も
、
こ
れ
か
ら
は
「
あ
な
た
」
で
通
用
す
る
よ
う
に
あ
り
た
い
。  

　
　
　
３
）  「
き
み
」「
ぼ
く
」
は
、
い
わ
ゆ
る
「
き
み
・
ぼ
く
」
の
親
し
い
間
が
ら
だ
け
の
用
語
と
し
て
、
一
般
に
は
，
標
準
の
形
で
あ
る
「
わ
た
し
」「
あ
な
た
」
を
使
い
た
い
。
し
た
が
っ

て
「
お
れ
」「
お
ま
え
」
も
、
し
だ
い
に
「
わ
た
し
」「
あ
な
た
」
を
使
う
よ
う
に
し
た
い
。  

※
本
論
文
の
歌
詞
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
著
作
権
法
第
三
二
条
に
従
い
、
本
論
文
を
主
と
し
、
一
部
分
を
引
用
し
た
。
な
お
引
用
歌
詞
を
年
代
順
に
わ
か
り
や
す
く
示
す
た
め
に
、
本
文
中
で
は

な
く
①
～
㉗
ま
で
を
別
掲
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。




